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中国： 深圳のスタートアップとそのエコシステム（Ver. 3） 
 





























































テムを紹介してきた（木村 2016a, b, c, d）。執筆にあたって筆者は、自身の現地調査（随時）
やAmerican Chamber of Commerce in Hong Kongの調査ミッション（2016年 6月 28日）への参
加に加え、高須正和氏（チームラボ）が企画する第 4～6回ニコニコ技術部深圳観察会に参加
した 5。第 4回は 2016年 4月開催（表 1）、第 5回は同年 8月開催（表 2）、第 6回は同年 10
月開催（表 3）であった。本レポートでは、メイカー・フェア深圳 2016（Maker Faire Shenzhen 
2016）と第 6 回ニコニコ技術部深圳観察会（それぞれ表 3 の前後半）に参加した成果を、第






















表 1 第 4回ニコニコ技術部深圳観察会 
月・日 訪問先 
4月 13日 深圳矽递科技有限公司（Seeed Technology Limited） 
光陽模具製品（深圳）有限公司（Guangyang Molds Products Co., Ltd. (Shenzhen)） 
深圳市豊達興線路板制造有限公司（Shenzhen Hopesearch PCB Manufacturing Co., Ltd.） 
4月 14日 深圳開放創新実験室（Shenzhen Open Innovation Lab；SZOIL） 
深圳市楽美客科技有限公司（Shenzhen LeMaker Technology Co., Ltd.） 
深圳市創客工場科技有限公司（Shenzhen Maker Works Technology Co., Ltd.） 
創世訊聯科技（深圳）有限公司（Jenesis (Shenzhen) Co., Ltd.） 
4月 15日 深圳市賽格創業匯有限公司（SegMaker） 
HAX（旧 HAXLR8R［ハクセラレーター］。SOSV LLCの一部門） 
電気街（華強北）の見学 
 
表 2 第 5回ニコニコ技術部深圳観察会 
月・日 訪問先 
8月 15日 敏捷製造中心（Agile Manufacturing Center；AMC。Seeedの一部門） 
景豐電子有限公司（Shenzhen Kingvinew PCB Co., Ltd.） 
深圳創想未来機器人有限公司（NXROBO） 
Kitten Technology Co., Ltd. 
8月 16日 深圳開放創新実験室（Shenzhen Open Innovation Lab；SZOIL） 
深圳市格外設計経営有限公司（inDare Design Strategy Limited） 
柴火創客空間（Chaihuo Makerspace。Seeedの一部門） 
深圳市創客工場科技有限公司（Shenzhen Maker Works Technology Co., Ltd.） 
創世訊聯科技（深圳）有限公司（Jenesis (Shenzhen) Co., Ltd.） 
8月 17日 HAX（SOSV LLCの一部門） 
賽格国際創客産品展示推広中心（賽格創品；SEG Cpark）の見学 
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表 3 メイカー・フェア深圳 2016と第 6回ニコニコ技術部深圳観察会 
月・日 訪問先 
10月 23日 メイカー・フェア深圳 2016（初日）の見学 
潘昊（Eric Pan）氏（Seeed総経理）と銭源（Alex Qian）氏（万科集団城市規画院・
院長）の囲み取材に、高口康太氏（KINBRICKS NOW）の招待で参加 
10月 24日 メイカー・フェア深圳 2016（最終日）の見学 
DJI旗艦店（歓楽海岸）の見学 
HAX（SOSV LLCの一部門）のオープン・ハウスに参加 
10月 25日 深圳創想未来機器人有限公司（NXROBO） 
敏捷製造中心（Agile Manufacturing Center；AMC。Seeedの一部門） 
深圳市創客工場科技有限公司（Makeblock Co., Ltd.） 
創世訊聯科技（深圳）有限公司（Jenesis (Shenzhen) Co., Ltd.） 
10月 26日 華強北国際創客中心（Huaqiangbei International Maker Center） 
Troublemaker Shenzhen 


































































                                            









写真 5 HAX 
  
  





後の 2 週間はサンフランシスコでデモを行う）7。これに対してHAXは、10 万米ドルの資金
提供に対して 9％の株式を取得し、最終的にはスタートアップがIPO（新規株式公開）かM&A
（合併・買収）でエグジットする際に資金回収することを目指す。卒業チームの出自と割合







                                            
7 これは HAXのなかでも深圳を中心に行われる Acceleratorというプログラムの内容だ。より大きな
事業規模にするため、サンフランシスコで行われる Boostというプログラムもある。 
 http://www.ide.go.jp 




山区政府と中国科学院深圳先進技術研究院（Shenzhen Institutes of Advanced Technology, 
Chinese Academy of Science）は 2014年、深圳国際創客中心（International Maker Hub）やここ
をベースにした中科創客学院（Maker Institute, CAS）を設立した 8。また、深圳市は 2015年、
中央政府の関連政策を受けて、「深圳市促進創客発展三年行動計画（2015–2017 年）」を発表
している（深圳市人民政府 2015）。同計画によれば、市内に「創客中心」（メイカースペース






























                                            
8 中国科学院（Chinese Academy of Sciences；CAS）は 1949年設立で、中国自然科学研究における
最高学術機関である。 
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同年 10 月時点では 30社に増えていた。今回訪問したフロアは大部屋だったが、成長したチ
ームのための個室も別フロアに用意されているようだ。また、賽格集団は 2015 年 11 月から
製品の展示場も運営しており、起業家や消費者の交流を促進しようとしている（写真 10）。 
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10数名が、豊達興では同約 5％の約 20名がR&D人員である 9。また、景豐も数名のR&D人員
を有しているとのことであった。どのようなスペックの生産設備を持ち、どれくらいの人月










写真 11 製造企業 
   
（出所）筆者撮影。 
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約 40 米ドル（加工賃込み）で組み立てることができるようになり、1,000 台を調達するため














火や HAX で Makeblock 事業を構築してきた。売上の約 70％は欧米向けで、とくに売れてい
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写真 14 「青いロボット」の増殖 
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12 イノベーションを分類する際、マーケットプル型（あるいはディマンドプル型やニーズ主導）とテ
クノロジープッシュ型（あるいはシーズ主導）を軸にすることがあるが、実際には両者が密接に結び
ついていることに注意する必要がある（Di Stefano et al. 2012）。 
 http://www.ide.go.jp 
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写真 17 メイカー・フェア・シンガポール 2016に出展する Seeed 
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表 4 各社が認識する事業の強み 
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